
学校番号 ２０７ 

令和３年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ｂ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂版 高等学校 数学Ｂ（数研出版） 

副教材等 
改訂版 教科書傍用 クリアー数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版） 

改訂版 ニューアクションβ数学Ⅱ＋Ｂ（東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業の前に家庭での予習を勧めます。間違えても構いませんから例や例題を解いてください。 

 問題を解いてみると理解が進みます。また分からないところが鮮明になります。授業には分から  

 ないところや疑問点を聞き取ろうという姿勢で参加しましょう。 

・授業での質問は大いにしなさい。質問することによって自分の理解が深くなるものです。 

・問題を解いて、黒板で説明をしたり、クラスメートの質問に答えてもらったりする機会を増やしたい

と思います。互いが共鳴することによりクラス全体の理解が深まります。 

・授業用と問題集用のノートを別々に作りなさい。 

 授業で習った範囲の問題集は家庭で解きなさい。解いたら採点をして自分の間違えたポイントを明確

にしなさい。もう一度解くことも有効です。間違えた問題をテスト前にチェックすることも有効です。 

・問題集用のノートは定期的に提出してもらいます。 

 

２ 学習の到達目標 

具体的な単元としては、平面のベクトル，空間のベクトル、数列，についての基礎的な概念・考え方の

理解と技能を習得してもらいます。 

それと同時に事象を数学的にＡｚ性を理解してもらいます。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

ベクトル，数列に関心

を持つとともにそれら

を事象の考察に活用し

て数学的論拠に基づい

て判断しようとする。 

 

事象を数学的に考察し

表現したり思考の過程

を振り返り多面的・発

展的に考えたりするこ

となどを通して、ベク

トル・数列における数

学的な見方や考え方を

身につけているか。 

ベクトル・数列におい

て事象を数学的に表

現・処理する仕方や推

論の方法などの技術

を身につけている 

ベクトル・数列におけ

る基本的な概念。原

理、法則などを体系的

に理解し、知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

確認テスト 

提出課題 

授業での観察 

確認テスト 

定期テスト 

提出課題 

授業での観察 

確認テスト 

定期テスト 

提出課題 

授業での観察 

確認テスト 

定期テスト 

提出課題 

授業での観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

内
容 

単
元
名 

学習内

容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方

法 

 

a b c ｄ 

１
学
期 

数
列 

数
列 

数列 

 

   ○ d: 初項，末項，一般項などの数列についての用語，

基礎的な知識を理解し，身につけている。 

確認テスト 

定期テスト 

提出課題 

授業での

観察 

等差数列 

 

 

 

 

 

 

○  ○ ○ a: 等差数列の規則性に関心をもち，等差数列の考察に

活用しようとしている。b:Σを用いての階差数列の

表し方と階差数列の一般項の理解 

c:等差数列の初項，公差，一般項を求めることができ

る。 

d: 等差数列の一般項について理解し，基礎的な知識を

身につけている。 

等差数列

の和 

○  ○ ○ a: 等差数列の和について，関心をもち，考察しよう

としている。 

c: 等差数列の初項，公差，一般項を求めることがで

きる。 

d: 等差数列の一般項について理解し，基礎的な知識

を身につけている。 

等比数列 

 

 

 

 

○  ○ ○ a: 等比数列の規則性に関心をもち，等比数列の考察

に活用しようとしている。 

c: 等比数列の初項，公比，一般項を求めることがで

きる。 

d: 等比数列の一般項について理解し，基礎的な知識

を身につけている。 

等比数列

の和 

 ○ ○ ○ b: 初項や公比を用いて等比数列の初項から第 n 項ま

での和について考察し，それを等比数列の和の公式

としてとらえることができる。 

c: 等比数列の和の公式を用いて，和を求めることが

できる。 

d: 等比数列の和の求め方について理解し，和につい

ての基礎的な知識を身につけている。 

和の記号

Σ 

 ○ ○ ○ b: 記号Σの性質について考察することができる。 

c: 記号Σの公式を用いて，いろいろな数列の和を求

めることができる。 

d: 記号Σの意味を理解し，基礎的な知識を身につけ

ている。 

いろいろ

な数列 

○ ○ ○  a: いろいろな数列に関心をもち，数列の考察に活用

しようとしている。 

b: いろいろな数列の和について考察することができ

る。 

c: いろいろな数列の一般項を求めることができる。 

漸
化
式
と
数
学
的
帰
納
法 

漸化式  ○ ○ ○ b: 数学的帰納法による命題の証明について考察する

ことができる。 

c: 数学的帰納法を用いて命題を証明することができ

る。 

d: 数学的帰納法について理解し，基礎的な知識を身

につけている。 

数学的帰

納法 

 

 

 

 ○ ○ ○ a:漸化式の理解 

b:漸化式から一般項の求め方理解 

c:数学的帰納法の原理の理解 

d:数学的帰納法を用いての等式や不等式、整数の性質

の証明の理解 

 



 
 
  

  
  

 

２
学
期 

 

 

ベ
ク
ト
ル 

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル 

ベクトルの

意味 

 

○   ○ a: ベクトルに関心をもち，図形の考察に活用しようと

している。 

ｄ：ベクトルの意味を理解し，基礎的な知識を身につ

けている。 

確認テスト 

定期テスト 

提出課題 

授業での

観察 ベクトルの

加法 ・ 減

法 ・ 実数

倍 

  ○ ○ c: ベクトルの和，差，実数倍を図示し，また求めるこ

とができる。 

d: ベクトルの和，差，実数倍，平行について理解して

いる。 

ベクトルの

成分 

○  ○ ○ a: ベクトルの成分に関心をもち，ベクトルの考察に

活用しようとしている。 

c: ベクトルを，成分を用いて表したり，大きさを求

めたりすることができる。 

d: ベクトルの成分表示，大きさについて理解し，基

礎的な知識を身につけている。 

ベクトルの

内積 

 ○ ○ ○ b: ベクトルの内積と成分について考察し，多面的に

見ることができる。 

C: ベクトルの内積や 2 つのベクトルのなす角を求め

ることができる。 

d: ベクトルのなす角や内積，内積の性質について理

解し，基礎的な知識を身につけている。 

ベ
ク
ト
ル
の
応
用 

位置ベク

トル 

○ ○  ○ a: 位置ベクトルに関心をもち，図形の性質の考察に

活用しようとしている。 

b: 位置ベクトルを用いて図形の性質やようすについ

て考察することができる。 

d: 位置ベクトルを分点や重心，交点など図形と関連

づけて理解している。 

ベ ク ト ル

方程式 

○   ○ a: 図形のベクトル方程式に関心をもち，図形の考察

に活用しようとしている。 

d: ベクトル方程式を直線や円などの図形と関連づけ

て理解している。 

３
学
期 

空
間
に
お
け
る
ベ
ク
ト
ル 

空間に

おける

座標 

○  ○ ○ a: 空間座標に関心をもち，空間図形の考察に活用しよ

うとしている。  

c: 空間の点の座標や 2点間の距離，平面の方程式を求

めることができる。 

d: 空間座標について，軸や座標平面などを理解し，基

礎的な知識を身につけている。 

確認テスト 

定期テスト 

提出課題 

授業での

観察 

空間に

おける

ベ ク ト

ル 

 ○ ○ ○ b: 空間のベクトルにおける内積について考察するこ

とができる。 

c: 空間のベクトルの加法，減法，実数倍，成分表示

ができ，内積を求めることができる。 

d: 空間のベクトルについて，ベクトルの定義，大き

さ，成分などを理解し，基礎的な知識を身につけて

いる。 

位置ベ

クトルと

空間の

図形 

○  ○ ○ a: 空間における位置ベクトルに関心をもち，それを

図形の性質の考察に活用しようとしている。 

c: 空間の座標やベクトルを用いて，図形の位置を示

したり，ベクトル方程式を求めたりすることができ

る。 

d: 空間における分点の位置ベクトルなどについて理

解し，基礎的な知識を身につけている。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につて○

を付けている。 


